
 

 

 

  

だれ一人竜美っ子の命を落とさない 
 

１５日（月）より

スタートした「大谷

選手寄贈グローブ」 

プロジェクト。全学

級をリレー方式で

回り、竜美っ子が見

る、触る、はめてみることができまし

た。中には、記念にマイタブレットで

撮影、外でキャッチボール体験まで。「どうやって投げるの？」とスイッチ

が入ります。素敵なプレゼントに感謝です。今後の活用方法をただいま検討中。大谷選手の思い

に応え、子供たちができるかぎり触れられるように考えます。 

さて、能登半島地震から４週間。石川県では、ようやく始業式を迎

えた、学校再開の見通しが立たない、さらに、集団で他市町へ中学生

が移住して授業を、と連日報道されています。特に親子との別れのシ

ーンでは、自分が親だったら行かせるか？自分がこの学校の校長だっ

ら子供たちをどう安心させてやれるか？・・胸が張り裂け裂けそうに

なります。心から応援するとともに、この大地震を教訓として迫

りくる南海トラフ地震に備えなければ、と新たな決意です。 

今回の避難訓練 1/26（金）では、前

回の反省を生かして、私から教職員に 

打合せで、①確実に人員確認を、②大

きな声で報告をお

願いしました。ま

た、訓練後に、 

〇 震度６クラス（岡崎は６弱）の被害状況 

〇 いつもそばに先生や大人がいるとは限らない 

〇 お兄さん、お姉さんが頼り、声掛け、判断を 

〇 毎日が訓練、毎週の一斉下校も訓練 

と伝えました。過去７回の大地震

が休日、早朝、夕方、夜中に発生。

もし授業中だったら、登下校中だ

ったら、と想定して対応しなけれ

ばいけません。だれ一人竜美っ子

の命を落としてはいけませんから。 

竜美丘スタイル  
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「
震
度
６
弱
」
の
地
震
の
場
合 

・
立
っ
て
い
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
。 

・
固
定
し
て
い
な
い
家
具
の
大
半
が
移
動
し
、
倒
れ
る
も
の
も
あ

る
。 

・
ド
ア
が
開
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。 

・
壁
の
タ
イ
ル
や
窓
ガ
ラ
ス
が
破
損
、
落
下
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

・
耐
震
性
の
低
い
木
造
建
物
は
、
瓦
が
落
下
し
た
り
、
建
物
が
傾

い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
倒
れ
る
も
の
も
あ
る
。 


